
年 1 0 月 4 日 ６　従業員

■ 市
１　協議事項 ■ 常 □ 非 6 0 2 0

□ 常 ■ 非 6 4 1 5 開発指導課
■ 常 □ 非 2 4 2 0 ■
□ 常 ■ 非 6 5 4
□ 常 ■ 非 2 6 6

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 □ 常 □ 非 □
■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □

□ ■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □
■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □

□ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 月給計 8 5
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 日 〆 2 5 日 8 月 1 2 月

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ７　借入金の状況
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7 0 0 1 0 0

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ □ 施設整備を伴う 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 施設整備を伴わない 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ８　必要な資金と調達方法

２　事業実施に係る動機 0 0
0 3 0 0

2 0 0 7 0 0
0

2 0 0
6 0 0

３　提供サービス 1 0 0 0 1 0 0 0
① 1 0 0 ％
② ％ ■ ■ ■ ■ ■ ■ □ ９　事業の見通し
③ ％ 月 火 水 木 金 土 日

3 3 5 1 0

0 0
0 0 0 0
0 0

8 5 8 5 8 5 8 5
5 5 5 5

2 0 2 0 2 0 2 0
5 5 5 5

４　施設の概要【平面図は裏面のとおり】 3 0 3 0 3 0 3 0
0 0 0 8

□ 1 4 5 1 4 5 1 4 5 1 5 3

□

1 階 階 年
㎡ ㎡

1 階 ㎡
1 6 人 6 人 1 0 人

階 ㎡
人 人 人

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠
階 ㎡

人 人 人
■ □ □ □ □

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）

※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

５　主要取引先

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

円 × H × 日 × 人 ＝
円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

A■ 常 □ 非 6

日 〆

-145

日回収

生産品 １時間単価 計算式
日回収

あり □

下段：所在地

収容人員 職員 利用者

2022

％

内
容

申請種別 新築

日回収

増築 用途変更

％ 日 〆

下段：所在地

％

％

万円

日 〆％
１月当たりの生産額

万円

万円

万円 □
掛取引 回収・支払の条件 意見

万円

回収・支払いの条件

（平日）604単位＋児童指導員等加配加算（187単位）＋送迎加算（54単位×2=108） :  899単位

万円 万円

上段：取引先

その他

福山市神辺町大字川南７６１番地１に建築する物件を借り，放課後等デイサービスに利用する。
上段：受注先

１月当たりの受注額 契約書の有無

なし

移転 （休日）721単位＋児童指導員等加配加算（187単位）＋送迎加算（54単位×2=108） :1016単位

％

割合

③
種別
手続 使用する階 専有面積

収容人員 内訳 職員 利用者

事
業
の
概
要

①
種別 放課後等デイサービス
手続 新規 使用する階 専有面積

万円

1 地上 地下 建築年 2023年1月

万円

万円 万円万円

万円 万円
①-②

万円

-81 76-145

売上高　※３ 万円生
産
活
動

収入　Ｂ

130.41

万円

万円

収容人員 内訳 職員 利用者
手続

内訳

使用する階 専有面積

・都市計画法第29条第1
項第1号に該当し，開発
許可不要。その他の法
令については，関係部
局とそれぞれ協議するこ
と。
・今回の計画は新築工
事であるため，確認済証
の交付履歴はなし。当該
工事を着手する前に確
認済証の交付を受け，
工事完了後には検査済
証の交付を受けること。
・誘導灯を設置するこ
と。
・カーテン及びじゅうたん
等を使用する場合は，防
炎物品を使用すること。
・防火対象物使用開始
届出書を提出すること。

万円

福祉施設 構造 木造

収支
抵当権 あり

円

支出計② 万円

円円
（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

万円

②
種別

利用者賃金 万円

階層

意見

通信費 万円

所有者

諸経費　※４ 万円

最賃確保状況（Ａ型）
円

必要経費 万円

用途
建
物

名称 みらい創生学園　神辺校

支払元金利息 万円 万円 万円

万円

万円 万円
万円

万円
所在地 福山市神辺町大字川南７６１番地１ 用途区域 準工業地域
所有者 抵当権 あり

建築面積 130.41 延面積 130.41

万円

万円

理念 社会を構成する一員として，自立や社会参加に向けて，一人ひとりの能力や可能性を最大限に支援する。
21

同種のサービス

その他 万円

万円
賃借料 万円 万円 万円 万円支

出

人件費 万円 万円 万円 万円
旅費・交通費 万円 万円 万円

万円

万円

目標 障がいのある児童生徒等，将来に求められる資質・能力の育成を図り，個々に応じた「生きる力」を目指す。
収
入

給付費　※２
万円

収入計 ① 万円 万円 万円 万円

万円 万円 万円 万円
万円 万円

64

64

229

229

万円

土
地

その他

意見
利用者見込 Ａ 人 人 人 人

万円
（１人当たり）

万円 万円万円
月平均利用額　※１

万円
万円 万円 万円
万円 万円

支出　Ｃ 万円 万円 万円

万円

２月目 ３月目 １年後

必要な資金 金額 調達方法 金額 意見

設
備
資
金

土地 万円 補助金 万円
建物

合計 合計 万円

新築予定

設備 万円 借入金 万円

年間返済額

現在地

関
係
者
へ
の
意
見
聴
取

万円

共同生活住居の追加
上記以外

新築予定
賃借・自己所有

5 2 0

万円

賃借・自己所有

新築予定 万円

万円

万円

大幅な事業内容の変更

万円 万円

万円

車両 万円

事業所の移転

建物の構造・設備の変更

大きな社会の変化やグローバル社会の到来に向けて，障がいのある児童生徒の自立や社会参加等を推進する事業を図りたい。
障がいのある児童生徒等，持てる能力や可能性を最大限伸ばすため，子どもたちの放課後・休日の時間を最大限に活用する。
将来に向けて柔軟で多様性のある居場所づくり，障がいの状態や発達段階に応じた，遊び・学び・キャリア発達の支援を目指す。

個人 運転資金等（開設，二年目から返済する） 万円
理由 借入残高

人件費 末 支払 ボーナス

1 0

C 万円
保育士 D 万円

万円

児童指導員
指導員 F

E

消防局予防課

万円

事業の追加

意見

賃借・自己所有

万円

担当者名 連絡先 児童発達支援管理責任者

回答

福山市障がい福祉
サービス等の指定
に係る懇話会

2023年4月1日
開設（変更）

予定日
事業所名

1 月

万円

日

児童指導員

金融機関

万円

万円

様式第２号－１
法人名 合同会社　みらい創生会 職種 雇用形態 名前 年齢 月給

建築指導課

4 日受理

6

月

共生型サービス以外

■当初 □最終
代表者職名前 代表　服部　秀樹 管理者 万円

意見事　業　計　画　書
作成年月日

・指導員は、主に送迎担
当か，直接処遇を行う
か。

・パワフルな学齢期の
子どもに対応するにあ
たり，年齢が若い人材
の任用を検討してもよい
のでは。

万円

万円

協
議
の
種
類

計画の概要
本計画書に記載が必要な項目

事業種別

就労継続支援A型

みらい創生学園　神辺校放課後等デイサービス

共生型サービス

B

新規事業所の開設

児童指導員

定員の変更

22 23 23

万円 自己資金

種別
放課後等デイサービス 割合 提供日

割合 １月目
割合

万円
運転資金

万円



１０　付近図 １２　事業計画

人 4 事業所
5 0 人

凡例
〇 …
× …
△ …
□ …

１３　利用者処遇

１１　平面図

１４　防災計画

別紙参照

１５　一日の流れ　登校後の支援

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

意見

事業所
同種の事業所

一次避難先
二次避難先

小学校区 神辺 人口 10,407 事業所数

付近図掲載せず

（別紙参照）

意見 〇施  設  名　　みらい創生学園　神辺校
〇所  在  地　　福山市神辺町川南六ノ丁７６１－１
〇授業種別　　放課後等デイサービス
〇利用定員　　10名
〇開所予定　　2023年4月1日
〇営  業  日　　月・火・水・木・金・土曜日
〇休　　　日　　日曜日　祝日　年末年始　ゴールデンウィーク一部
〇平日営業　　13時　～　19時00分　（サービス　15時から18時「3時間」）
〇休日営業  　　9時　～　17時30分　（サービス  10時から16時「6時間」）
〇送迎支援　　実施する

意見

・「2事業実施に係る動
機」に、「グローバル社
会に向けて」と記載され
ているが、それに対する
具体的な計画やプログ
ラムを想定しているか。

・職員研修についての考
えを示すこと。

・障がい児の人権擁護、
虐待防止の取組、苦情
対策に関して，計画通り
充実したものとするこ
と。

利用定員

〇 事業所の特徴
事業所全体は，安心で安全なバリアフリーの施設とし，支援の場として教室及び多目的ホールを設置する。また，屋外に
畑・果園を備え，多様な体験活動が可能である。個々の実態に応じた支援，新たな居場所づくりを目指す。
〇学習支援
利用者及び保護者のニーズ等を把握するため，ヒヤリング・アセスメントを実施し，個別の支援計画を作成する。基本的な生
活習慣の定着，体験活動，運動支援，学習支援等を実施する。また，多様な行事や動植物等とのふれ合い・交流を通し，コ
ミュニケーション能力を図る。（サービス提供Ⅰ～Ⅲ）別紙「補足資料」参照
〇保護者支援
児童生徒の情報等を共有するため，連絡帳の活用を実施して丁寧な対応を進める。また，管理者及び児童発達支援管理
者による，家庭訪問・保護者面談を行い，保護者の希望・悩みを把握し，支援や対応に反映する。
〇関係機関連携
他の事業所，学校，地域等との連携・交流を推進。また，福山地区放課後等デイサービス連絡協議会等に参加。
〇障がい児の人権の擁護・虐待防止の取組
定期的研修を開催し，人権擁護・虐待防止研修を実施。日々の実践を児童発達支援管理者は，監視・管理する。
〇苦情対策
事業所に苦情窓口を設置し，苦情や相談をしやすい環境を整え周知する。アンケート調査を実施して保護者からの意見を
聞き，実践に反映させる。

意見
・関係機関や学校との連
携について、具体的な取り
組みを示すこと。

・活動を曜日別に固定化
することは、利用者にとっ
て見通しや期待感に繋が
るように感じるが、利用者
が曜日を選べない場合、
その活動に気持ちが向き
にくい子や、衝動性や多動
性の子どもたちが集中して
取り組めない場合など，
個々の利用者対応をどの
ようにすすめていくのか。
取り組み方など、どのよう
に柔軟性をもって関わるの
か示すこと。

意見
※平面図のデータを貼付 ・花の栽培、畑の栽培

などの実施場所を示
すこと。（広さ，事業所
から要する時間等）

・運動について、教材
教具、場の確保をどの
ように行うのか。

避難先（洪水）　神辺小学校・神辺公民館
〇　災害時には，指定の避難所である「神辺小学校」及び「神辺公民館」（0.5ｋｍ，15分）で全員避難する。
〇　避難方法は，指導員が安全確認をしながら，徒歩等で誘導し避難する。
〇　避難訓練は，地域で開催される「避難訓練」に参加し，具体的な方法・対応及び情報取得状況を把握する。
〇　事業所においては，年に2回「避難訓練」を実施し，新規利用者・従事者等がある場合は，その都度実施する。

意見



年 1 0 月 4 日 ６　従業員

１　協議事項 ■ 常 □ 非 6 0 2 0
□ 常 ■ 非 6 4 1 5
■ 常 □ 非 2 4 2 0
□ 常 ■ 非 6 5 4
□ 常 ■ 非 2 6 6

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 □ 常 □ 非
■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非
□ ■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非
□ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 月給計 8 5
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 日 〆 2 5 日 8 月 1 2 月

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ７　借入金の状況
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7 0 0 1 0 0
□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ □ 施設整備を伴う 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 施設整備を伴わない 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ８　必要な資金と調達方法

２　事業実施に係る動機 0 0
0 3 0 0

2 0 0 7 0 0
0

2 0 0
6 0 0

３　提供サービス 1 0 0 0 1 0 0 0
① 1 0 0 ％
② ％ ■ ■ ■ ■ ■ ■ □ ９　事業の見通し
③ ％ 月 火 水 木 金 土 日

3 3 5 1 0

0 0
0 0 0 0
0 0

8 5 8 5 8 5 8 5
5 5 5 5

2 0 2 0 2 0 2 0
5 5 5 5

４　施設の概要【平面図は裏面のとおり】 3 0 3 0 3 0 3 0
0 0 0 8

□ 1 4 5 1 4 5 1 4 5 1 5 3

□

1 階 階 年
㎡ ㎡

1 階 ㎡
1 6 人 6 人 1 0 人

階 ㎡
人 人 人

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠
階 ㎡

人 人 人
■ □ □ □ □

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）
※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

５　主要取引先

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

円 × H × 日 × 人 ＝
円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

受付印

受付印省略

主な修正点
万円 万円

万円万円
万円万円

個人 運転資金等（開設，二年目から返済する）
借入残高

□

2022
事　業　計　画　書

作成年月日

担当者名 連絡先
・指導員は，送迎担当及
び児童指導員と一緒
に，直接支援を考えてい
ます。

・現在，年齢が若い人材
の任用を検討していま
す。

万円

事業の追加

E 万円
万円
万円

保育士
児童指導員

D

共生型サービス
共生型サービス以外

□当初 ■最終
代表者職名前 代表　服部　秀樹

■

様式第２号－２
法人名 合同会社　みらい創生会 職種 雇用形態 名前 年齢 月給

万円

本計画書に記載が必要な項目

万円
児童指導員 B 万円

万円
主な修正点

管理者
非 A 6 5 2 0常

金額必要な資金 金額 調達方法

指導員 F

万円
万円

人件費 末 支払 ボーナス
万円

万円

金融機関

万円

年間返済額
大幅な事業内容の変更

定員の変更

賃借・自己所有

現在地

新築予定
賃借・自己所有

新築予定

児童発達支援管理責任者

C

児童指導員

理由

事業種別 放課後等デイサービス 事業所名 みらい創生学園　神辺校
開設（変更）

予定日
2023年4月1日

新規事業所の開設

協
議
の
種
類

就労継続支援A型
共同生活住居の追加
上記以外

理念 社会を構成する一員として，自立や社会参加に向けて，一人ひとりの能力や可能性を最大限に支援する。

１月目
割合

合計

２月目 ３月目
種別

放課後等デイサービス 割合 提供日

割合

合計

事業所の移転 新築予定
賃借・自己所有

建物の構造・設備の変更

計画の概要

主な修正点
利用者見込 Ａ 人 人 人 人

大きな社会の変化やグローバル社会の到来に向けて，障がいのある児童生徒の自立や社会参加等を推進する事業を図りたい。

主な修正点

設
備
資
金

土地 万円 補助金

万円 万円

支
出

利用者賃金 万円 万円 万円 万円

万円 万円
売上高　※３

万円

収
入

万円 万円万円

万円
万円その他

万円
万円 万円

万円

万円 万円

-145 -81 76

万円 万円

万円
（１人当たり）

万円 万円万円
月平均利用額　※１

万円
1 地上 地下 万円 万円

万円 万円 万円

万円

万円万円
準工業地域

人件費

支払元金利息

万円

万円

-145

使用する階 専有面積 130.41

支出計②
名称 みらい創生学園　神辺校

130.41 延面積 130.41
生
産
活
動

建築年

・法令関係については，
関係部局と十分協議しま
す。
・当該工事を着手する前
に確認済証の交付を受け
ました。また，工事完了後
には検査済証の交付を
受けます。
・誘導灯を設置します。
・防炎物品を使用します。
・使用する場合は，防火
対象物使用開始届出書
を提出します。

収容人員 内訳

所有者

手続 使用する階

同種のサービス

内訳

万円

建築面積

万円

通信費 万円 万円

万円旅費・交通費

諸経費　※４ 万円 万円 万円 万円

賃借料 万円 万円 万円 万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円 万円

所有者 抵当権 あり

万円万円

万円

万円

万円

万円万円

福祉施設 構造 木造
①-②

収入　Ｂ

必要経費

支出　Ｃ

土
地

建
物

収支

2023年1月
用途 万円

抵当権 あり
主な修正点 万円所在地 福山市神辺町大字川南７６１番地１ 用途区域

階層

専有面積

事
業
の
概
要

①
種別 放課後等デイサービス

②
種別

③

職員 利用者
種別

職員 利用者

収容人員

内訳 職員

手続 新規

上段：取引先
□ なし

割合 掛取引

用途変更

円

手続 使用する階 専有面積

（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ
円円円

収容人員 利用者

％％ 日回収

下段：所在地

移転 その他
内
容

申請種別 新築 増築
（平日）604単位＋児童指導員等加配加算（187単位）＋送迎加算（54単位×2=108） :  899単位

１月当たりの生産額

あり
回収・支払の条件 主な修正点

日

□万円

計算式

最賃確保状況（Ａ型）

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

日回収

生産品

下段：所在地

福山市神辺町大字川南７６１番地１に建築する物件を借り，放課後等デイサービスに利用する。
上段：受注先

１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

％

（休日）721単位＋児童指導員等加配加算（187単位）＋送迎加算（54単位×2=108） :1016単位

万円
万円

１時間単価
日 〆

％

〆

日回収％ 日 〆

％

建物 万円 自己資金 万円
設備 万円 借入金 万円

万円

車両
万円

運転資金 万円

万円

障がいのある児童生徒等，持てる能力や可能性を最大限伸ばすため，子どもたちの放課後・休日の時間を最大限に活用する。
将来に向けて柔軟で多様性のある居場所づくり，障がいの状態や発達段階に応じた，遊び・学び・キャリア発達の支援を目指す。

21 22 23 23

64 229

64 229
障がいのある児童生徒等，将来に求められる資質・能力の育成を図り，個々に応じた「生きる力」を目指す。

給付費　※２ 万円 万円 万円
目標

収入計 ① 万円 万円 万円

１年後

万円

万円
その他



１０　付近図 １２　事業計画

人 4 事業所
5 0 人

凡例
〇 …
× …
△ …
□ …

１３　利用者処遇

１１　平面図

１４　防災計画

別紙参照

１５　一日の流れ　登校後の支援

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

主な修正点 〇施  設  名　　みらい創生学園　神辺校
〇所  在  地　　福山市神辺町川南六ノ丁７６１－１
〇授業種別　　放課後等デイサービス
〇利用定員　　10名
〇開所予定　　2023年4月1日
〇営  業  日　　月・火・水・木・金・土曜日
〇休　　　日　　日曜日　祝日　年末年始　ゴールデンウィーク一部
〇平日営業　　13時　～　19時00分　（サービス　15時から18時「3時間」）
〇休日営業  　　9時　～　17時30分　（サービス  10時から16時「6時間」）
〇送迎支援　　実施する

主な修正点
小学校区 神辺 人口 事業所数 ・グローバル社会は，多様

性が求められ，障がいの
ある人もない人も共に生き
ていく社会を示していま
す。一人一人のニーズを
把握し，具体的で個に応じ
た支援を取組みます。
・職員研修は，障害の状態
や発達段階等の把握，利
用者の環境及び保護者等
の願いを受け止めるととも
に，障がい児の人権擁
護、虐待防止の取組み，
苦情対策に関して充実し
た計画・対応を行う。

利用定員

主な修正点
・関係機関では，連絡協議
会等に参加するとともに，
学校連携として，保護者・
担任等との情報共有や学
校訪問の実施。
・補足資料に曜日別の内
容を示したが，生活習慣，
体験活動，学習支援等を
中心に，個々の実態に応
じて，柔軟に活動内容を考
えて取組む。活動に気持
ちが向きにくい子や、衝動
性や多動性の子どもなど，
状況に応じて環境の把握・
小集団活動等、指導形態
の工夫を考える。

主な修正点
※平面図のデータを貼付 ・花の栽培、畑の栽培

などの実施場所は，施
設の前面を考えていま
す。
（広さ：約３６０㎡で
す。）（時間：目の前で
す。）

・運動場は、施設の横
面を考えています。
（広さ：約２００㎡で
す。）教材教具は，備
品購入し，ヨド物置での
管理を考えています。

事業所
同種の事業所

一次避難先
二次避難先

〇 事業所の特徴
事業所全体は，安心で安全なバリアフリーの施設とし，支援の場として教室及び多目的ホールを設置する。また，屋外
に畑・果園を備え，多様な体験活動が可能である。個々の実態に応じた支援，新たな居場所づくりを目指す。
〇学習支援
利用者及び保護者のニーズ等を把握するため，ヒヤリング・アセスメントを実施し，個別の支援計画を作成する。基本
的な生活習慣の定着，体験活動，運動支援，学習支援等を実施する。また，多様な行事や動植物等とのふれ合い・交
流を通し，コミュニケーション能力を図る。（サービス提供Ⅰ～Ⅲ）別紙「補足資料」参照
〇保護者支援
児童生徒の情報等を共有するため，連絡帳の活用を実施して丁寧な対応を進める。また，管理者及び児童発達支援
管理者による，家庭訪問・保護者面談を行い，保護者の希望・悩みを把握し，支援や対応に反映する。
〇関係機関連携
他の事業所，学校，地域等との連携・交流を推進。また，福山地区放課後等デイサービス連絡協議会等に参加。
〇障がい児の人権の擁護・虐待防止の取組
定期的研修を開催し，人権擁護・虐待防止研修を実施。日々の実践を児童発達支援管理者は，監視・管理する。
〇苦情対策
事業所に苦情窓口を設置し，苦情や相談をしやすい環境を整え周知する。アンケート調査を実施して保護者からの意
見を聞き，実践に反映させる。

避難先（洪水）　神辺小学校・神辺公民館
〇　災害時には，指定の避難所である「神辺小学校」及び「神辺公民館」（0.5ｋｍ，15分）で全員避難する。
〇　避難方法は，指導員が安全確認をしながら，徒歩等で誘導し避難する。
〇　避難訓練は，地域で開催される「避難訓練」に参加し，具体的な方法・対応及び情報取得状況を把握す
る。
〇　事業所においては，年に2回「避難訓練」を実施し，新規利用者・従事者等がある場合は，その都度実
施する。

付近図掲載せず

10,407

（別紙参照）

主な修正点

主な修正点


